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論文
翻訳者コンピテンスの涵養を目的とする翻訳教育カリキュ
ラムの開発に向けたレビュー
—「わかること」を介した「できること」の移転に向けて—
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† 東京大学大学院教育学研究科　
本論文では，実務翻訳の現状を考慮した教育カリキュラムの開発に向け，前提とな׾概念と状況の整理を，主に文献と事例のレビューを通して行う。具体的には，「翻訳では，どの׻うな場面で翻訳者にどの׻うなものが求め׾׿׼か」という，翻訳教育におけ׾根本的な問いに答え׾ために，まず，実務翻訳におけ׾コアプロセスを整理す׾。次に，そ׿を含む׽׻一般的な翻訳論で扱うコアプロセスは翻訳研究においてどの׻うに議論さ׿てきたかを確認す׾。そ׿を踏み台にしつつ最後に，翻訳教育のカリキュラムがどの׻うに組ま׿，そこでは翻訳者コンピテンスの涵養がどの׻うに捉え׿׼てきたかを，二つの大学院コースの事例を取׽上げて検討す׾。
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1 はじめに
社会情勢の移׽変わ׽と科学技術の展開に׽׻，
近年，翻訳，と׽わけその大部分を占め׾いわゆ
に׿そ，׽産業翻訳には大きな変化が起きてお׾
対応して，翻訳者に求め׾׿׼ものすなわち翻訳
者コンピテンスの範囲も変容してきてい׾。
翻訳の変化としては，大きく三点を挙げ׾こと
ができ׾。第一に，基本的な作業プロセスが変わっ
てい׾。産業翻訳では，複数人が一つの翻訳業務に
参加す׾プロジェクト型の翻訳が主流となってい
いはコーディ׾プロジェクト・マネージャあ。׾
ネータがクライアントの要求を汲み取׽，複数の
翻訳者が同時進行で作業してもば׼つきのない訳
文 1が生成でき׻׾う，仕様を定め，用語集やスタ
イルガイドを準備す׾。翻訳者は自身の担当部分
がプロジェクトに統合さ׾׿ことを念頭に置きな
が׼作業す׾。訳文の完成までに，翻訳者とチェッ
カ，プロジェクト・マネージャとの間で，複数回
の意見交換がなさ׾׿ことが標準的であ׾。
第二に，使用す׾ツールや技術が発展した。プ
ロジェクト型翻訳作業を可能にす׾のは翻訳支援
(CAT: computer-assisted translation)ツールであ
翻訳メモリの作成と更新，用語集の参照，プロ。׾
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ジェクトの進捗確認などは，CATツールを介して
容易かつ統合的にでき׻׾うになってい׾。多く
のCATツールは機械翻訳 (MT: machine transla-

tion)に対応してい׾。MTの結果を実務翻訳の品
質水準か׼どう見極め׾か，技術とツールを翻訳
プロセスにどう組み入׾׿かは，翻訳者にとって
新たな課題であ׾だけでなく，翻訳とはそもそも
何かをめぐ׾理論的な問いを改めて提起してい׾。
第三に，業務範囲が拡大した。近年，一つの言

語か׼別の言語に忠実に転換す׾というオーソド
ックスな翻訳業務のほか，製品やサービスを特定
の地域に適応させ׾ためのローカライゼーション
（localization; L10N，地域化）や，商品名や広告の׻
うなクリエイティブなものを他の言語や文化に適
合させ׾トランスクリエーション (transcreation)

などの言語業務に対す׾需要も高まってい׾。こ
と言うことも׾作業であ׾は，翻訳とは異な׼׿
でき׾が，こうした作業に求め׾׿׼コンピテン
スと翻訳者に求め׾׿׼コンピテンスには共通す
こうし，׽部分も多く，作業プロセスも似てお׾
た業務に翻訳者が従事す׾ことも多い。
翻訳教育においても，こうした変化に対応した

教育を行う必要が認識さ׿てい׾。翻訳教育の現
状を見׾と，こうした変化への対応を取׽入׿た
コースもあ׿ば，十分に対応していないコースも
あ׾。いず׿にせ׻，こ׿か׼も起きう׾変容に
対しても能動的に対応でき׾教育を設計す׾な׼
ば，今一度，翻訳教育の原点ともいえ׾「翻訳で
は，どの׻うな場面で翻訳者にどの׻うなものが
求め׾׿׼か」という問いに回答の見通しを与え
本論文では主な関連文献の。׾ことが重要であ׾
検討を通して，第 2節で実務翻訳におけ׾翻訳ワー
クフローとコアプロセスを整理し，第 3節でそ׿
を含む׽׻一般的な翻訳論で扱うコアプロセスが
翻訳研究においてどの׻うに議論さ׿てきたかを
確認す׾。そ׿を踏み台にしつつ，第 4節で，翻
訳教育ではカリキュラムはどの׻うに組ま׿，翻
訳者コンピテンスはどの׻うに捉え׿׼てきたか
を，実際の大学院コース 2例の検討を通して明׼
かにす׾。コアプロセスを重視す׾のは，理論的
には翻訳が翻訳であ׾ための核を認識す׾ことが
重要であ׾ためであ׽，教育の観点か׼は環境の
変化に対応して翻訳教育コースに導入さ׾׿事項
の位置づけを検討す׾ための参照点とな׾ためで

あ׾。また，後述す׾翻訳者コンピテンスの中核
であ׾「翻訳コンピテンス」の具体性は，そ׿が
関与す׾コアプロセスがどの׻うなものであ׾か
の具体的な認識を前提とす׾ものであ׾ことにも
関連す׾。
2 実務翻訳における翻訳ワークフローと
コアプロセス

訳文の実現に関係す׾プロセスまたはその一部
のことは翻訳ワークフローと呼ぶ 2。本節では，翻
訳サービスの国際規格であ׾ ISO 17100:20153に
おいて翻訳ワークフローがどの׻うに規定さ׿，
その中で翻訳者が主に関わ׾部分（コアプロセス）
がどの׻うなものかを整理す׾。
2.1 ISO 17100:2015の位置づけ
本論文で ISO 17100:2015を基本的な翻訳サービ
スの枠組みとして扱う理由は，成立の経緯と位置
づけにあ1990。׾年代，翻訳需要の高ま׽に応じ
て翻訳業界が発展す׾中で，一貫した品質の保証
が必要であ׾との認識が強くな׽，翻訳品質基準
を確立す׾動きが欧州各地で広がった。1996年に
イタリアで発行さ׿たUNI 10547は，欧州で初め
て翻訳サービスと通訳サービスに関す׾品質基準
を定めたものであ׾。UNI 10547では，サービス
の計画と契約の準備，サービスの実行，サービスの
監視と管理という 3つのフェーズか׼，翻訳通訳
会社に対してサービスの要件を定義してい׾。こ
の区分は ISO 17100:2015にも受け継が׿た。UNI

10547には，翻訳サービスに関して現在の理解と異
な׾とこ؀もあ׾。例えば，バイリンガルチェッ
ク，すなわち原文言語コンテンツに照׼して訳文
言語コンテンツが合意した目的に対して適切であ
編集作業は，ISO׾ことを確認す׾ 17100:2015で
は専門的なバイリンガルチェック担当者の仕事と
さ׾׿が，UNI 10547ではプロジェクト・マネー
ジャの仕事とさ׿てい׾ 4。
1998年に発行さ׿たドイツのDIN 2345は，翻
訳サービスのみを対象とす׾。翻訳会社に加え，
フリーランス翻訳者や一般会社内の翻訳部門など
にも適用さ׿，契約や作業手順も重視してい׾ 56。
DIN 2345は米国や中国などにも大きな影響を与
えた。2006年に制定さ׿た米国国家規格 ASTM

F2575-06はDIN 2345に基づいて作成さ׿たもの
であ׾ 7。2003年，中国が初めて翻訳サービスに
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関す׾国家規格GB/T 19363.1—2003を制定した
際にも，DIN 2345を参照していた 8。
1999年，欧州翻訳企業連合協会 (EUATC: Euro-

pean Union of Associations of Translation Com-

panies) は，こうした国家規格のほか，オランダ
のATA Taalmerkなども参照にしつつ，欧州レベ
ルで初めての翻訳品質基準であ׾，“翻訳企業の
ための EUATC品質基準 (EUATC Quality Stan-

dard for Translation Companies)”を制定した 9。
その後，EUATCは欧州標準化委員会 (CEN: Eu-

ropean Committee for Standardization) と協力
して，この規格を欧州規格にす׾ために改正し
EN 15038:2006 を発行した 1011。2015 年，EN

15038:2006を中心的な参照規格とした国際規格で
あ׾ ISO 17100:2015が発行さ׿，EN 15038:2006

はその施行に伴い廃止さ׿た。ちなみに，2021年
3月，日本は ISO 17100:2015お׻びその修正案 112

を基に，産業規格JIS Y 17100:202113を制定してい
本論文で，ISO。׾ 17100:2015の記載を引用して
使用す׾際の日本語訳の一部は JIS Y 17100:2021

を参照にしてい׾。
ISO 17100:2015は，そ׿までに発行さ׿た複数

の国家規格や国際規格を基に制定さ׿たものであ
翻訳に関׾てい׿現在世界で最も広く利用さ，׽
す׾規格として，翻訳プロセスを考え׾ために標
準的な参照点となってい׾。また，ガイドライン
規格ではなく認証規格であ׽，翻訳産業への影響
力は大きい。いわゆ׾産業翻訳が翻訳産業の大部
分を占め׾ことを踏まえ׾と，ISO 17100:2015の
枠組みのもとでコアプロセスを考え׾ことは，翻
訳教育にとって必須の前提であ׾。
2.2 翻訳ワークフローとコアプロセス
ISO 17100:2015の冒頭には下記の記載があ׾。
この規格は，翻訳サービスの品質お׻び引
渡しに直接影響を及ぼす翻訳プロセスの
あ׼ゆ׾側面に対す׾要求事項を規定す
この規格には，品質の高い翻訳サー。׾
ビスの引渡しに必要な，コアプロセスの管
理，資格に関す׾最低限の要求事項，資源
の可用性お׻び管理，並びにその他の処置
について，翻訳サービス提供者 (TSP)を
対象とす׾規定内容を記載してい׾ 14。

ここでの翻訳サービス提供者 (TSP: Translation

Service Providers) は，専門的な翻訳サービスを提
供す׾言語サービス提供者（LSP: Language Ser-

vice Providers）のことで，翻訳会社，個人翻訳者
または社内翻訳部門を含む 15。ISO 17100:2015で
規定さ׿た翻訳ワークフロー 16は，(1) 制作前の
プロセスお׻び活動，(2) 制作プロセス，(3) 制
作後のプロセスという 3つの部分に分け׿׼，そ
び׻を通してプロジェクト管理，システムお׼׿
その保守が行わ׾׿必要があ׾とさ׿てい(1)。׾

制作前のプロセスお׻び活動に関しては，具体的
に (a) 引合いお׻び実施可能性，(b) 見積׽（別途
合意があ׾場合を除く），(c) クライアントとTSP

間の合意，(d) プロジェクト関連のクライアント
情報の取扱い，(e) プロジェクトの準備が挙げ׼
(3)。׾てい׿ 制作後のプロセスには，フィード
バックと終了管理が含ま׾׿。
ISO 17100:2015で規定さ׿た翻訳ワークフロー
の中で，最も中核的であ׾ (2) 制作プロセスに関
しては，作業項目お׻び項目ごとの担当を図 1に
整理して示す。翻訳か׼最終検品お׻び引渡しま
でが順番に行わ׿，誤׽が見つか׾たびに翻訳に
戻׾。各項目のうち，「モノリンガルチェック」お
。び「プルーフリード」は必須ではない׻
図 1では担当の記述を機能的な観点か׼の分類
で行ってい׾ため，翻訳者が関与す׾のは「翻訳」
お׻び「翻訳者チェック」に限׾׿׼と理解さ׿
び翻׻が，ここでの翻訳者は翻訳お׾があ׿恐׾
訳者チェックを担うものという意味であ׽，いわ
ゆ׾翻訳の専門的コンピテンスを持つ専門家とし
ての翻訳者は，「バイリンガルチェック」も担当
す׾ことにな׾。ISO 17100:2015ではバイリンガ
ルチェック担当者の専門的コンピテンス 17に関し
て，次の記載があ׾。

TSPは，バイリンガルチェック担当者が
3.1.3 に規定さ׿てい׾翻訳者の全ての
コンピテンス，3.1.4に規定さ׿てい׾翻
訳者の資格，並びに対象分野の翻訳お׻
び／またはバイリンガルチェックの経験
を備えてい׾ことを保証しなけ׿ばな׼
ない 18。

こ׿に対して，モノリンガルチェック担当者の専
門的コンピテンスは下記の׻うに記述さ׿てい׾。

TSPは，モノリンガルチェック担当者が
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作業 定義 担当者

翻訳
原⽂⾔語コンテンツを記述形式
で訳⽂⾔語コンテンツに変換す
る⼀連のプロセス

翻訳者

翻訳者チェック
翻訳者が実施する、訳⽂⾔語コ
ンテンツの検査

翻訳者

バイリンガルチェック

原⽂⾔語コンテンツに照らして
訳⽂⾔語コンテンツが合意した
⽬的に対して適切であることを
確認する編集作業

バイリンガルチェック担当者

モノリンガルチェック
訳⽂⾔語コンテンツが合意した
⽬的に対して適切であることを
確認する編集作業

モノリンガルチェック担当者

プルーフリード
納品前に、バイリンガルチェッ
ク済みの訳⽂⾔語コンテンツを
検査し，修正を適⽤すること

プルーフリード担当者

最終検品及び引渡し
仕様が満たされていることを最
終的に確認すること及び引渡し

プロジェクトマネージャー

図 1: 翻訳ワークフローにおけ׾制作プロセスとその担当者
（ISO 17100:20153, JIS Y 17100:202113 を基に作成）

対象分野の専門家であ׽，高等教育機関
か׼得た当該分野関係の資格お׻び／ま
たは当該分野の経験を備えてい׾ことを
保証しなけ׿ばな׼ない 19。

こ׼׿の記述か׼，バイリンガルチェック担当
者は，対象分野の翻訳お׻び／あ׾いはバイリン
ガルチェックの経験を備えてい׾翻訳者であ׾こ
とがわか׾。一方，モノリンガルチェック担当者
に対しては特に翻訳に関す׾コンピテンスや資格，
経験は求め׿׼ていない。
以上か׼，「翻訳では，どの׻うな場面で翻訳者

にどの׻うなものが求め׾׿׼か」という問いの
「場面」に対して，「翻訳者が求め׾׿׼のは，主に
翻訳，翻訳者チェック，バイリンガルチェックと
いう 3つの場面であ׾」との回答が与え׾׿׼こ
とにな׾。対応して，翻訳教育カリキュラムの開
発においても，翻訳ワークフローの「翻訳」「翻訳
者チェック」お׻び「バイリンガルチェック」の場
面で進め׾׿׼プロセスをコアなプロセスと考え
近年，翻訳者コンピテンス。׾ことが妥当であ׾
のカテゴリは広が׽を見せてい׾が 20，その中で
やは׽コアとな׾のはこの部分であ׽，また，コ
ンピテンス涵養の促進という課題が重要なものと

してあ׾のもこの部分であ׾。基本的に，伝統的
に「翻訳」と捉え׿׼てきた部分と重な׾が，プロ
ジェクトを前提とした枠組みのもとで，翻訳，翻
訳者チェック，バイリンガルチェックが明示的に
分け׿׼てい׾点は注目に値す׾。
一方，こ׼׿の場面で「翻訳者にどの׻うなも
のが求め׾׿׼か」については，ISO 17100:2015

は，大きく 6つのコンピテンスを挙げてい׾。す
なわち，(a) 翻訳コンピテンス，(b) 起点言語と目
標言語におけ׾言語とテキストに関す׾コンピテ
ンス，(c) 調査，情報の収集と処理に関す׾コン
ピテンス，(d) 文化に関す׾コンピテンス，(e) 技
術に関す׾コンピテンス，(f) 分野に関す׾コン
ピテンス，であ׾ 21。ISO 17100:2015にはこ׼׿
について説明が付与さ׿てい׾が，そ׿でも，特
にコンピテンスの一つとして「翻訳コンピテンス」
が立て׿׼てい׾点は循環論的であ׾し，またそ
にも׿が，そ׾は他に対して中核的なものであ׿
拘わ׼ず，あ׾いはそ׿故に，その説明は「目的
や目標言語の慣例，プロジェクトの仕様等に従っ
て，分野やクライアントの用語等の基準，正確さ，
適切な文法や正書法，語彙の一貫性，スタイルガ
イドの規程，妥当なロケール，適切なフォーマッ
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ト，想定さ׾׿読者への対応を維持しなが׼『コ
ンテンツを翻訳す׾能力』であ׽，言語コンテン
ツ理解と制作の問題に対処す׾能力，仕様や要求
に応じて目標言語コンテンツに変換す׾能力を含
む」22とあ׾程度であ׽，あま׽具体的ではない。
3 翻訳論におけるコアプロセスに関する
議論

第 2節では主に翻訳規格に基づき，実務翻訳に
おけ׾コアプロセスを整理してきた。本節では，
こ׿まで整理したものを含む׽׻一般的な翻訳論
で扱うコアプロセスについて，翻訳研究ではどう
の׻うな議論がなさ׿てきたかを，分析の概念や
仕組みを重視しなが׼整理す׾。
翻訳はどうあ׾べきか。׻い翻訳とは何かという

問いをめぐっては，古今東西，数多くの実務家や研究
者が様々な議論を重ねてきた。20世紀以前におい
て，直訳あ׾いは逐語訳（literal translation/word-

for-word translation）と意訳あ׾いは自由訳，意
味対応訳（free translation/sense-for-sense trans-

lation）の対立が長期にわた׽大きな関心を集めて
いたが，結論は出ないままであった 23 24 25 26。
20世紀半ばか׼，この，結論が出ない論争を避

け，׽׻体系的な議論を展開し׻うとす׾研究者
たちが，翻訳を，主として言語的プロセスと捉え，
言語学の理論を用いて翻訳を説明す׾という言語
学的アプローチを試みた 27 28。原文と訳文の関係
を「等価 (equivalence)」という概念に׻って説明
す׾のはそうした流׿を代表す׾ものであ׾。
等価に関す׾数多くの議論の中で，最も著名なの

は，Nida29の「形式的等価 (formal equivalence)」
と「動的等価 (dynamic equivalence)」であ؀う。
前者は可能な限׽目標言語テキストが含む情報を
起点言語テキストが含む情報と一致させ，起点言
語テキストの形式（例えば構文とイディオム）と
内容（例えば主題とコンセプト）を再現す׾こと
に重点を置く。完全で包括的なテキストを得׾た
めには多数の脚注を使用す׾ことも厭わない。対
照的に，後者は「効果的等価 (equivalent effect)」
の原則のもと，読みやすさを重視す׾。目標言語
の慣例に従って自然な表現を用い，目標言語テキ
ストの読者と目標言語テキストに含む情報との関
係と，起点言語テキストの読者と起点言語テキス
トに含む情報との関係の一致 30 を目指す。

Reiss31は等価の概念を踏まえた上で，翻訳をコ
ミュニケーション行為として捉え，翻訳者が翻訳
す׾際に選択す׾方略はテキストタイプに׽׻決
め׾׿׼と主張す׾。また，翻訳を適切に批評す
テキスト（すなわ׾には，翻訳者が翻訳してい׾
ち起点言語テキスト）の種類を認識しなけ׿ばな
うに，批評家もその種類につい׻ないのと同じ׼
て明確でなけ׿ばな׼ず，かつ両者が同じテキス
トの分類基準を持つ必要があ׾と指摘す׾。
そのため，Reiss32はKarl Bühler33の言語三機
能，すなわち叙述，表出，呼びかけ（訴え，働きか
けとも）を援用し，起点言語テキストを，情報型，
表現型，効力型の 3つに分け，そ׿ぞ׿に対応す
翻訳時の注意点や評価基準などを展開した。具׾
体的には，(a) 情報型テキスト（参考書，報告書
など）では起点言語テキストの概念的な内容への
直接的かつ完全なアクセスを保証できてい׾場合
に，(b) 表現型テキスト（詩，演劇など）では概念
的な内容の芸術形式の直接的な印象を伝え׾こと
ができてい׾場合に，そして (c) 効力型テキスト
（選挙演説，広告など）では望ましい反応を直接引
き出すテキスト形式を作成できてい׾場合に，そ
の翻訳は成功であ׾と評価でき׾とす׾ 34 。
Vermeer35 は，翻訳は，単に意味の転換ではな
く，翻訳者が受信者として起点言語テキストをど
の׻うに解釈す׾か，また翻訳者が翻訳す׾際に
目標言語テキストの機能をどの׻うに選択す׾か
が重要であ׽，空間的または時間的距離か׼起点
言語テキストと目標言語テキストの間に文化的距
離が生ま׾׿場合，機能の変化は不可欠であ׾と
指摘してい׾。翻訳行為はその目的に׽׻決め׼
この理論は，ギリシア語で目的や׾と主張す׾׿
意図を意味す׾「スコポス」を使用し「スコポス
理論」と命名さ׿てい׾ 36。スコポス理論に׾׻
と，与え׿׼た翻訳概要の要件を満たす限׽，ど
の׻うな翻訳方略を使用しても適切であ׾ことに
な׾ 37。
テキストタイプ別翻訳理論とスコポス理論が代
表す׾，翻訳をコミュニケーション行為として捉
え，文脈におけ׾機能の観点か׼意味を理解す׾
というアプローチは，一般に，機能主義的アプロー
チと呼ば׾׿。スコポス次第でどの׻うな翻訳方
略を使用しても適切であ׾ため，機能主義的アプ
ローチでは，直訳か意訳かという長年の論争は妥
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当性を失うことにな׾ 38。
この，機能主義的アプローチは，実務翻訳にお

け׾実践と比較的親和性が高く，実務翻訳で行わ
実践に理論的な認識を与えたものと解釈׾てい׿
す׾ことができ，翻訳教育において比較的׻く取
実際，テキストタ。׾翻訳理論であ׾׿׼上げ׽
イプの認識と，コミュニケーションにおけ׾目的
の同定は，前節末尾で見た ISO 17100:2015の「翻
訳コンピテンス」において遵守さ׾׿べき基準と，
部分的にではあ׾が対応してい׾。言語的あ׾い
は言語学的なレベルではなく文書の社会的位置づ
けを考慮してい׾という点で，׽׻翻訳実務にお
いて関与す׾認識に対応したものとなってい׾の
であ׾。こ׼׿か׼，実践の規範と理論の両面で，
翻訳のコアプロセスについて，そ׿を構成す׾場
面の整理が進み，またコアプロセスに関与す׾要
因の明確化も進んできたことが確認でき׾。一方，
理論研究はやは׽抽象的な点が多く，教育現場で
コンピテンス涵養に適用す׾にはさ׼な׾解像度
が必要であ׾。
4 大学院レベルの翻訳教育の現状
第 2節と第 3節では，翻訳者が実務翻訳で主に

どの׻うなプロセスでどの׻うなものが求め׿׼
うな׻か，そのプロセスについて翻訳論でどの׾
蓄積があったかを確認した。本節では，翻訳教育
ではカリキュラムはどの׻うに組ま׿，翻訳者コ
ンピテンスはどの׻うに捉え׿׼てきたかを，国
家レベルで新しく翻訳教育を充実させ׻うとして
い׾中国と，翻訳教育の歴史が長く，欧州におけ
翻訳学修士要件の共通枠組みを踏まえた英国の׾
事例を通して明׼かす׾。
4.1 大学院レベルの翻訳教育の位置づけ
翻訳者の養成は伝統的に，独学あ׾いはいわゆ׾

徒弟制度的なプロセスに׽׻なさ׿てきたが，1930
年，モスクワ国立言語大学 (Moscow State Linguis-

tic University) の前身とな׾モスクワ近代言語研
究所 (Moscow Institute for Modern Languages)

の設立を皮切׽に，高等教育機関が翻訳教育を担う
始めた׿教育プロセスが制度化さ，׽うにな׻ 39

40 。1964年，翻訳者，通訳者を養成す׾大学や専門
学校の国際常設会議 (CIUTI: Conférence Interna-

tionale Permanente d’Instituts Universitaires de

Traducteurs et Interprtès41) が発足し，以降，翻

訳教育は外国語学習や異文化研究か׼独立し，独
自の発展を遂げてきた 42 43。
現在では，欧州各国，米国，中国，韓国，オー
ストラリアなどを含め，世界の比較的多くの地域
で大学院レベルでのコースが翻訳教育の基本的な
枠組みとなってい׾ 44 45 46 47 48 49。
その背後には，2つの理由があ׾。一つは翻訳学
習には前提があ׾ことであ׾。少なくとも 2つの
言語を高度に操׾ことができ׾ことはすべての翻
訳教育コースの入学条件の基本とさ׿てい׾。例
えば，欧州翻訳修士 (EMT: European Master’s in

Translation) の場合，入学時に CEFR C1レベル
またそ׿以上に相当す׾言語能力が必要であ׾ 50。
従って，大学の四年間で外国語を習得してか׼大
学院で翻訳の勉強を始め׾ことが必然とな׾。こ
の点は，次の׻うなかたちで確認さ׿てい׾。

結局のとこ؀，学生が起点言語を正確に
読み，目標言語を有効に書き，不足す׾情
報を適切に調べ׾ことができ׾まで，翻訳
教育を実際に始め׾ことはできない 51。

もう一つは，翻訳産業の世界的な発展であ׾。
巨視的に見׾と，翻訳の中心として認識さ׿てき
たものは，宗教的著作や文芸作品か׼，政治社会
経済面での国際化といわゆ׾産業翻訳のニーズの
急速な発展に伴い，法的文書や契約書，特許，技術
マニュアル，商品の説明書等に移行してきた。翻
訳の需要としては後者が圧倒的に多い。そのため，
何׼かの専門分野の学士号（例えば経済，法律，工
学など）または外国語とのダブルディグリーを取
得した上で，大学院で専門的な翻訳訓練を受け׾
ことが翻訳者にな׾ための理想的な教育バックグ
ラウンドとさ׿てい׾。
4.2 中国MTIと北京大学の日本語翻訳修士課程
2007年，翻訳修士課程 (MTI: Master of Trans-

lation and Interpreting) が中国大陸で発足し，大
学で，翻訳か通訳，対象言語，専門分野などに׻っ
て英中翻訳 52，日中通訳，国際会議通訳，文学翻
訳などの大学院レベルの通訳または翻訳教育専門
コースを開設す׾ことが可能となった。現在，中
国大陸では 300以上の大学で翻訳修士課程が設置
さ׿てい׾ 53。
表 1は，中国全国翻訳専門学位修士教育指導委
員会が発行した “翻訳修士専門学位大学院生教育
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指導的養成方案”54（以下，“養成方案”）で示した
カリキュラム指針であ׾。
“養成方案”に׾׻と，翻訳修士課程カリキュラ

ムには必修 20単位と選択 18単位以上を合わせて
38単位以上の科目が組み込まなけ׿ばな׼ない。
また，各大学は専攻の養成目標お׻び各自の特色
に応じて，特色あ׾科目を設け選択必修とす׾こ
とができ׾。
ここで，具体的なカリキュラムを理解す׾ため

に，2007年に中国国務院学術学位委員会に׻って
承認さ׿た最初 15のMTI試行校の 1つであ׾北
京大学の例をみてみ׻う 55。発足当初，北京大学
MTIは英中翻訳コースのみであったが，2012年
に日中翻訳コースと日中通訳コースが新設さ׿，
現在の年間募集人数は，概ね，英中翻訳コース 30

名，日中翻訳コース 10名，日中通訳コース 20名
となってい׾。
表 2 に，2012 年度日中翻訳コースカリキュラ

ム 56 を示す。2 年制のこのコースを卒業す׾に
は，学生は表 2にあ׾必修科目 21単位，選択必修
科目か׼ 10単位，選択科目か׼ 6単位，総計 37

単位以上を取得しなけ׿ばいけない。北京大学で
は通常，50分の授業時間を 1課時と呼び，週に 1

課時の授業を 1学期（14週間の講義期間に加え 2

週間の試験期間があ׾）にわた׽履修す׾と 1単
位が取得でき׾ため，日中翻訳コースを卒業す׾
には，実習や卒業論文などと別に，授業出席とテ
スト参加だけでお׻そ 493.3時間が必要とな׾。
選択科目に関しては表 2で示した日本語系で開

講さ׾׿言語文化類科目のほか，教員に事前許可が
必要ではあ׾が，表 3で列挙した英中翻訳コースを
含むMTIセンター全体や他の学部学科で開講さ׿
は北京大学MTI׿こ。׾科目の履修も可能であ׾

の特色の一つであ׾。北京大学の翻訳関連課程は，
外国語学院 (School of Foreign Languages) で開
設さ׿てい׾MTIのほかに，ソフトウェア＆マイ
クロエレクトロニクス学院 (School of Software &

Microelectronics) で開設さ׿てい׾コンピュータ
技術修士課程コンピュータ支援翻訳コース (CAT:

Computer Aided Translation)があ׾。両学院は
翻訳テクノロジーの教育を巡׽連携を取׽，MTI

センターは後者所属の教員を招いて授業を開講す
のみでなく，学生に׾ CAT修士課程の授業を履
修す׾機会も設けてい׾ 57。また，外国語に特化

した単科大学と異な׽，総合大学であ׾北京大学
の学生は意欲さえあ׿ばいつでも他分野のトップ
レベルの授業を受け׾ことができ׾。こ׿は何か
し׼の専門分野知識が必要とさ׾׿翻訳者の養成
には特に重要であ׾。
4.3 欧州 EMTとリーズ大学の応用翻訳研究修

士課程
欧州翻訳修士EMTは，欧州委員会と翻訳関連の
修士課程を提供す׾高等教育機関とのパートナー
シッププロジェクトであ׽，欧州委員会の翻訳総局
(DGT: Directorate-General for Translation)は合
意さ׿た専門的な基準と市場の要求を満たす翻訳
学修士課程に EMTの品質ラベルを授与す׾ 58。
2009年には，EMTネットワーク初めての会議が
開催さ׾׿など，共通の教育を模索す׾動きは強
い 59。
しかしなが׼，国家レベルで設置を推進してい
中国׾ MTI と異な׽，欧州 EMT はカリキュラ
ム指針がない。その代わ׽に，発足当初か׼翻訳
者コンピテンスを非常に重視し 60，教育コースが
EMTで定義したコンピテンスフレームワーク 61

（以下，EMT 2017）をどの程度網羅したかを主な
基準に，5年毎に審査を行い品質ラベルを授与す
׾ 62。現在，25カ国 80以上の大学でEMTの基準
に沿った翻訳関連の修士課程を提供してい׾ 63。
英国の大学は EU脱退に׽׻ EMTメンバー校
ではなくなったが，その基準に沿った翻訳修士課
程を提供してい׾大学は現在も 14校あ׾ 64。そ
の 1つはリーズ大学であ׾。リーズ大学は前述し
た翻訳者，通訳者を養成す׾大学や専門学校の国
際常設会議 CIUTIの 5つあ׾英国メンバー校の 1

つでもあ׽，英国において翻訳教育に定評があ׾。
リーズ大学翻訳研究センターの応用翻訳研究修
士課程 (MA in Applied Translation Studies) は
EMTの品質ラベルを授与さ׿てい׾ 65。この課
程は，伝統的な翻訳に加えて，コンピュータ支援
翻訳やプロジェクト管理も重点してお׽，在学中
にプロの現場で使用さ׾׿ローカライゼーション，
プロジェクト管理，用語管理ツールを実際に体験
でき׾。学生は英語と下記言語のうち最大 3言語
の翻訳を専攻とす׾ことができ׾：アラビア語，
中国語，フランス語，ドイツ語，イタリア語，日
本語，ポルトガル語，ロシア語またはスペイン語
か׼英語へ，英語か׼アラビア語または中国語へ。
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表 1: 中国MTIカリキュラム指針
（“養成方案”54 を基に作成）

カテゴリ 科目 単位
必修科目 公共必修科目 政治理論 3

中国言語文化 3

専門必修科目 翻訳概論 2

翻訳理論と技巧 2

通訳理論と技巧 2

専攻必修科目 実用翻訳 4

文学翻訳 4

選択必修科目 総合類 第二外国語 2

中外翻訳簡史 2

翻訳批評と鑑賞 2

異文化コミュニケーション 2

中外言語対比 2

コンピュータ支援翻訳 2

など
翻訳類 テクニカルライティング 2

科学技術翻訳 2

国際会議翻訳 2

ビジネス翻訳 2

法律法規翻訳 2

放送翻訳 2

中国古典対外翻訳 2

翻訳ワークショップ 2

翻訳とローカライゼーション管理 2

など

フルタイムで一年間，パートタイムで二年間で修
了でき，卒業す׾には 180単位以上を取得しなけ
ばいけない׿ 66。リーズ大学では，学生独自の学
習時間，自主的なオンライン学習時間，講義など
で教員と一緒に過ごす時間などを合わせて科目に
費やした時間の総計は，100時間をもって 10単位
とす׾ 67。従って，卒業す׾には最低 1800時間
が必要であ׾。
表 4 は，リーズ大学 2022年度モジュールとプ

ログラムカタログ 68での掲載内容を基に作成した
カリキュラム一覧であ׾。一列目の「選択科目A」
「選択科目 B」「選択科目 C」は履修制度を説明す
当てたもので，選択科目׽ため，筆者が振׾ Aは
学位論文や実習プロジェクトに関連す׾科目，選

択科目Bは言語に特化した科目，選択科目Cは専
門分野に関連す׾科目であ׾。学生は，必修科目
のすべて，選択科目 Aか׼ 30単位，選択科目 B

か׼翻訳レベルチェックに合格した，同じ言語対
と方向のものを 30単位，残さ׿た科目 Bと選択
科目 Cか׼ 45単位を履修しなけ׿ばいけない。
カリキュラム構成か׼言え׾のは，リーズ大学
の応用翻訳研究修士課程は言語関連の科目が充実
してお׽，学生が選べ׾׿׼言語対が豊富な点で
あ׾。また，コンピュータ支援翻訳，ローカライ
ゼーションとプロジェクト管理を必修科目にさ׿
てい׾ほど，産業翻訳の需要を非常に重視してい
若手׾は，EMTの第一義的な目的であ׿こ。׾
翻訳学習者の就業促進 69 とも一致してい׾。
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表 2: 2012年度北京大学MTI日中翻訳コースカリキュラム
（“翻訳コース大学院生養成方案”56 を基に作成）

カテゴリ 科目 単位
全学共通必修科目 政治理論 3

必修科目 日中翻訳理論と技巧 2

中日翻訳理論と技巧 2

語彙と翻訳 2

実用文翻訳 2

日中翻訳ケーススタディ 2

中日翻訳ケーススタディ 2

翻訳テキスト分析 2

文体と翻訳 2

文学翻訳 2

選択必修科目 上級ニュース翻訳 2

中日言語比較と翻訳 2

上級ビジネス日本語 2

翻訳理論と実践 2

中日文化コンテクストと翻訳 2

時事翻訳 2

言語文化類選択科目 第二外国語（英語） 2

上級放送翻訳（一） 2

上級放送翻訳（二） 2

翻訳専門家指導 2

日本語通論 2

日本近現代文学史 2

日本思想文化概論 2

一方，北京大学とリーズ大学のカリキュラム 2

例に共通してい׾のは，分野知識やCATツールな
ど翻訳の周辺について何を学ぶかは範囲として確
実にカバーできてい׾ことであ׾。しかしなが׼，
コアとな׾翻訳の部分は結局，実習を通した移転
あ׾いは個々の教員に依存してい׾恐׿があ׾。
4.4 MTIと EMTにおける翻訳者コンピテン

スの涵養
中国 MTIは上述した科目構成という意味での

狭義のカリキュラム指針と別に，׽׻広義のカリ
キュラム，すなわち，翻訳修士号を取得す׾ため
に (1) 備え׾べき基本素養，(2) 身につけ׾べき
基本知識，(3) 受け׾べき実践トレーニング，(4)

備え׾べき基本能力，お׻び提出す׾ (5) 学位論

文の基本要求を規定す׾ “学位基本要求”70も制定
してい׾。そのうち，と׽わけ翻訳者コンピテン
スと関連してい׾のは (2) 身につけ׾べき基本知
識と (4) 備え׾べき基本能力であ׾。
Piao et al.71 は ISO 17100:2015と EMT 2017

で挙げ׿׼た翻訳者コンピテンスカテゴリの対応
関係を整理してい׾。そ׿を踏まえ，さ׼に中国
MTIのこの，身につけ׾べき基本知識と備え׾べ
き基本能力の内訳を加えたものを図 2で示す。
図 2か׼，ISO 17100:2015，EMT 2017，MTI

学位基本要求で述べた，翻訳者コンピテンスと言
え׾もので内包してい׾ものは，範囲としてほぼ
一致してい׾ことがわか׾。しかし，こ׼׿のコ
ンピテンス枠組みとカリキュラムとの関係には，
不明確なとこ؀が多い。具体的に，上記で確認し
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表 3: 2012年度北京大学日本語MTI翻訳コースカリキュラムその他
（“翻訳コース大学院生養成方案”56 を基に作成）

カテゴリ 科目 開講所属
翻訳テクノロジーと言語 翻訳業界研究 I MTIセンター
サービスプロジェクト類 翻訳業界研究 II

翻訳テクノロジー実践
コンピュータサイエンステクノロジー基礎
コンピュータ支援翻訳テクノロジー基礎
バイリンガル編集と情報出版の新技術
ローカライゼーションと国際化プロジェクト

時事と社会科学類 文化心理学特別研究 心理学系
中国文化と美学特別研究 中国言語文学系
西洋美学特別研究 哲学系
比較政治と比較文化 国際関係学院
国連と国際機関 国際関係学院
言語と文化 社会学系

法学商学類 国際貿易 光華管理学院
管理学 光華管理学院
国際法基礎理論 法学院

た北京大学とリーズ大学のカリキュラム 2例か׼，
どの科目が実際にどのコンピテンスの涵養にどの
かは，現在の公開情報に基づく範囲׾うに資す׻
では，十分な解像度で検討す׾ことができない。
第一著者の経験も踏まえてこの状況を考え׾な׼
ば，こ׿は必ずしも，そ׿ぞ׿の大学で，コンピテ
ンスの項目とカリキュラムとの明示的な対応があ
ず，本論文で用いた情報が公開情׼にもかかわ׾
報であ׾ために踏み込めないというばか׽ではな
いと思わ׾׿。むし؀，目標とさ׾׿コンピテン
スが，カリキュラムレベルでどの׻うに扱わ׾׿
べきか，翻訳の׻うな実践的かつ人間の思考に近
い領域では，対象化さ׿た知識でカバーす׾部分
と，実践を通して身に付け׾部分との明確な分配
が未だできていないことの反映であ׾と考え׿׼
このことは，第。׾ 2節・第 3節で検討した，翻
訳のコアプロセスに関す׾我々の認識の現状か׼
も，窺うことができ׾。
5 おわりに
本論文では，主要な関連文献のレビューと翻訳

教育コースのカリキュラム事例の検討を通して，

実務翻訳の現状を考慮した教育カリキュラムの開
発に向け，前提とな׾概念と状況の整理を行った。
具体的に，第 1節では，翻訳業界の変容を概観
した上で，能動的に対応でき׾教育を設計す׾た
めには，「翻訳では，どの׻うな場面で翻訳者にど
の׻うなものが求め׾׿׼か」という，翻訳教育
の原点を改めて問う必要があ׾ことについて問題
を提起した。
第 2節では，翻訳の国際規格 ISO 17100:2015に
基づいて実務翻訳におけ׾翻訳ワークフローとコ
アプロセスを整理し，前述した問いの前半「どの׻
うな場面で翻訳者が求め׾׿׼か」に対して，「翻
訳者が求め׾׿׼のは，主に翻訳，翻訳者チェッ
ク，バイリンガルチェックという 3つの場面であ
׾との回答を与えた。また，問いの後半であ「׾
「翻訳者にどの׻うなものが求め׾׿׼か」，すなわ
ち翻訳者コンピテンスに対して，ISO 17100:2015

の記述は，翻訳の授業に適用す׾ために必要な具
体性が十分でないことを確認した。
第 3節では，第 2節で整理したコアプロセスを
含む׽׻一般的な翻訳論で扱うコアプロセスにつ
いて，翻訳研究ではどうの׻うな議論がなさ׿て
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⾝につけるべき基本知識 備えるべき基本能⼒

(a) 翻訳コンピテンス
(b) 翻訳に関する知識
(e) 翻訳理論と実践に関する知
識

(b) 翻訳に関する能⼒

(b) 起点⾔語と⽬標⾔語におけ
る⾔語とテキストに関するコン
ピテンス

(a) ⾔語に関する知識 (a) ⾔語に関する能⼒

(c) 調査、情報の収集と処理に
関するコンピテンス

(f) 分野に関するコンピテンス
翻訳
・主題に関するコンピテンス

(c) 百科知識
(g) 翻訳内容に関連する専⾨分
野に関する知識

(d) ⽂化に関するコンピテンス

⾔語と⽂化
・異⽂化と社会⾔語学に関する
意識
・コミュニケーション・スキル

(c) 異⽂化コミュニケーション
に関する能⼒

(e) 技術に関するコンピテンス
テクノロジー
・道具と応⽤

(d) 情報技術に関する知識

個⼈と対⼈
サービス提供

(f) ⾔語サービス産業に関する
知識

(e) チームワークに関する能⼒

ISO 17100
プロに求められるコンピテンス

EMT 2017
学習者が知っておくべきこと

MTI学位取得のために

翻訳
・戦略に関するコンピテンス
・⽅法論に関するコンピテンス

(d) 百科知識獲得に関する能⼒

図 2: ISO，EMT，MTIのコンピテンス・カテゴリの対応関係
（Piao et al.71 と中国MTI“学位基本要求”70 を基に作成）

きたかを確認した。言語学的アプローチか׼機能
主義的アプローチに至׾議論を改めて整理す׾こ
とに׻って，翻訳のコアプロセスに関与す׾要因
が׽׻一層明確になってい׾こと，一方で理論は
抽象的な点が多いことを確認した。
第 4節では，第 2節と第 3節の検討を踏まえ，翻

訳教育コースで実際にカリキュラムがどの׻うに
組ま׿，翻訳者コンピテンスがどの׻うに捉え׼
かについて，中国と英国の大学院コース׾てい׿
を取׽上げ，検討を行った。観察した二つのコー
スにはそ׿ぞ׿指針とな׾コンピテンス枠組みが
あ׽，そ׿に準拠す׻׾うカリキュラムを組んで
い׾ことになってい׾が，コンピテンスの涵養と
カリキュラムの具体的な設計との関係は十分に明
確になっていない面があ׾ことを指摘した。
翻訳産業がますます発展していく中で，一定の質

を備えた翻訳者を多数養成す׾ことが重要になっ
てい׾。そのためには，目標とす׾コンピテンス
の涵養のために，知識を媒介としてでき׾ことを
導く体系的かつ解像度の高いカリキュラムの開発
が急務となってい׾。教育現場での具体的な方法
に結びつけ，分析的検討を促進でき׻׾うなカリ

キュラムがあ׿ば，各種リソースがそ׿ほど豊富
ではない教育コースにも学習効果が期待でき׾。
本論文で整理した׻うに，産業の基準，翻訳理論，
翻訳教育コースそ׿ぞ׿で，この方向に資す׾進
展は見׾׿׼ものの，翻訳のコアプロセスにおけ
わかっ，׾ことに関す׾うにな׻׾作業ができ׾
てい׾ことの解像度には改善の余地があ׾。今後，
コアプロセスの具体的な分析を通して，コンピテ
ンス記述の解像度をあげ׾とともに，解像度の高
い記述に基づくコアプロセスの知識をどうコンピ
テンスの涵養に活用していくかを検討していきた
い。知識と実践の関係については，別途実証実験
を通して考えていきたい。
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表 4: 2022年度リーズ大学応用翻訳研究修士課程カリキュラム
（モジュールとプログラムカタログ 67 を基に作成）

カテゴリ 科目 単位
必修科目 翻訳研究の方法とアプローチ 30

コンピュータ支援翻訳入門 15

コンピュータ支援翻訳上級 15

ローカライゼーションとプロジェクト管理 15

選択科目 A 論文：翻訳研究 30

拡張翻訳 30

選択科目 B 専門仏英翻訳 A 15

専門独英翻訳 A 15

専門伊英翻訳 A 15

専門葡英翻訳 A 15

専門露英翻訳 A 15

専門西英翻訳 A 15

専門ア英翻訳 A 15

専門中英翻訳 A 15

専門日英翻訳 A 15

専門英ア翻訳 A 15

専門英中翻訳 A 15

専門仏英翻訳 B 15

専門独英翻訳 B 15

専門伊英翻訳 B 15

専門葡英翻訳 B 15

専門露英翻訳 B 15

専門西英翻訳 B 15

専門ア英翻訳 B 15

専門中英翻訳 B 15

専門日英翻訳 B 15

専門英ア翻訳 B 15

専門英中翻訳 B 15

選択科目 C 国際機関翻訳（英ア） 15

翻訳者のためのコーパス言語学 15

翻訳者のための英語 15

異文化間ビジネス管理 15

通訳スキル入門 15

翻訳ジャンル 15

法律翻訳入門 15

国際機関：コンテクスト，理論と実践 15

文芸翻訳 15

専門目的のための文章作成 15

リスピーキング：レポーティングとライブ字幕 15

機械翻訳の原理と応用 15

スクリーン翻訳入門 15
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A review for the design of a translation education curriculum

aiming at the development of translator competence

—Towards transferring “knowing how” through “knowing that”—

Hui PIAO † Kyo KAGEURA ††

† Graduate School of Education, the University of Tokyo　
In this paper, we examine concepts related to translator competence that are relevant to modern

commercial translation practices, as a step towards designing a translation education curriculum

that reflects the requirements for translators in commercial translation. We first examine what

constitutes the core process of translation to clarify what sort of competencies are required in what

stage of translation. We then observe the development of relevant concepts in translation theory.

After observing these, we examine actual curricula in translation education, picking up two cases,

one from China and the other from the UK. Through these examinations, we will clarify the steps

to be taken to design a curriculum that can use the knowledge of translation to develop translator

competencies.

Keywords: Translation Process, Translator Competence, Curriculum Design
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